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2018 年に絞っても 69 件の論文が見られると報告した 3）．同様の方法で CiNii（NII 学術情報
ナビゲータ［サイニィ］）において，「保育 ピアノ」で 2019 年を検索すると，61 件が表示
される注 3）．2017 年では 80 件見られることを鑑みると減少している．しかしながら，それ















その困難さがある」5）と指摘した上で，4 年制大学では 98 名のうち 19 名，短期大学では






する）80 番から 100 番（83，84，86，92 を除く）から当日 1 曲指定に加え，指定された童




の履修者 71 名のうち，「初心者」は 39％の 26 名，「初心者に近い者」は 18%の 14 名，「1















 その構成の中心としているグレード 1 からグレード 6 までの一覧を，以下に示した．表 1
は【改訂前】，表 2 は【改訂後】である． 
 
表 1 【改訂前】ピアノ実技のグレード表（初級および中級，多田・紺谷 2018 より借用） 
    『バイエル』の課題番号 備考 
初級 グレード 1 4 5 11 14 17 18 21 31 39 グレー塗 3 曲が必須 
  グレード 2 46 48 50 52 55 57 58 59  グレー塗 5 曲が必須,  かつ別途選択曲 1 曲 
  グレード 3 60 62 64 66 72 73 75 77  グレー塗 6 曲が必須,  かつ別途選択曲 1 曲 
中級 グレード 4 78 83 85 89 92 93 94   グレー塗 4 曲が必須,  かつ別途選択曲 1 曲 
  グレード 5 80 81 82 88 91 103    左記のうち 4 曲を選択， かつ別途選択曲 2 曲 
  グレード 6 97 98 100 102 104 105    左記のうち 1 曲を選択， かつ別途選択曲 4 曲 
 
表 2 【改訂後】ピアノ実技のグレード表（作成：山下） 
    『バイエル』の課題番号 備考 
  グレード 1 7 8 14 15 16 21 29 31 39 グレー塗全 9 曲が必須 
  グレード 2 44 46 48 52 55 59 ※44 番は先生パートと連弾  
グレー塗全 6 曲が必須, かつ
グレード認定課題曲 1 曲 
  グレード 3 60 62 67 72 73 89       グレー塗全 6 曲が必須, かつグレード認定課題曲 1 曲 
  グレード 4 78 83 84 85 93 94       グレー塗全 6 曲が必須, かつグレード認定課題曲 1 曲 
  グレード 5 80 81 82 88 91 103       グレー塗全 6 曲が必須, かつグレード認定課題曲 1 曲 
  グレード 6 97 98 100 101 102 104       グレー塗全 6 曲が必須, かつグレード認定課題曲 1 曲 
 
 まず，【改訂前】に見られる初級・中級の枠組みについて検討する．【改訂前】では，グ










実際はどのように取り入れられているかに注目していくと，グレード 1 からグレード 4 ま
での段階とグレード 5 およびグレード 6 の段階との間で，大きな違いが見られる．グレー
ド 1 からグレード 4 まででは，多くの場合ピアノ実技担当教員が，学生各々の演奏技術に
応じてその必要性を判断し，学生にその旨を明示した上で，必須課題曲にプラスする方法





































訂後】では，No.60，91（図 3），93 の 3 曲を課題曲に含むことで，短調の作品に慣れ親し 
 
 
図 1 『バイエル』No.89 第 1小節から 8小節 初版（多田個人蔵） 
 
 
図 2 『バイエル』No.98 第 1小節から 10小節 初版（多田個人蔵） 
 




図 4 『バイエル』No.78 第 1小節から 8小節 初版（多田個人蔵） 
 
むことができるように工夫した．また，それと同時に，『バイエル』の中でも一般的によ
く知られており，演奏される機会の多い No.78（図 4）を必須とした． 
さらに重要な点として，No.80 から 82 の 3 つの作品がグレード 5 で課題曲となった点が
挙げられる．No.78 のト長調の調号であるシャープ 1 つに加え，No.80 はニ長調，No.81 は
イ長調，No.82 はホ長調とシャープが 1 つずつ増えていく．【改訂前】では，そのうち 1 作
品を選択するのみであったが，【改訂後】ではすべての作品を課題曲にすることで，調
性・装飾音・連打・転調などのさまざまな音楽的要素を学ぶことができる． 











前】ではグレード 4 及びグレード 5 の 2 つのグレードで『バイエル』と並行して『ブルク
ミュラー』を学んでいたが，【改訂後】はグレード 6 において『バイエル』修了時に先取り





























ード 1 は『バイエル』9 曲をもってグレード認定となるが，グレード 2 からグレード 6 に関



















フォン・ウェーバーCarl Maria von Weber（1786-1826）作曲《人魚のうた》，ルイス・ケー
ラーLouis Köhler（1820-1886）作曲《スワビア民謡》，ストリーボック（本名はジャン・ル









グレード 4 のグレード認定課題曲はクリスティアン・ペツォールト Christian Petzold
（1677-1733）作曲（バッハ伝）《メヌエット》ト長調，《メヌエット》ト短調，ヨハン・ゼ
バスティアン・バッハ Johann Sebastian Bach（1685-1750）作曲《ミュゼット》，アントン・
ディアベリ Anton Diabelli（1781-1858）作曲《アレグレット》，ルートヴィヒ・ヴァン・ベ
ートーヴェン Ludwig van Beethoven（1770-1827）作曲《エコセーズ》，ヨハネス・ブラーム










グレード 5 のグレード認定課題曲は，ウィリアム・ギロック William Gillock（1917-1993）
作曲の《教会の鐘》，《サラバンド》，《フランス人形》より 1 曲選曲，または同レベルの自
由曲 1 曲となっている．ここで指定されているギロックの 3 曲は，【改訂前】は 1 つ下のグ
レード 4 に設定されていた．3 曲とも学生の間で人気が高く，選択される機会が多かった
が，習得するのに時間がかかり『バイエル』が進まないという問題を抱えていた．そこで，
この 3 曲を 1 つ上のグレードに設定することでグレード 4 をスムーズに修了し，発表会で
１つ上のグレードの作品を選択するという仕組みに変更した．そこには学生のモチベーシ
ョンを継続させる狙いがある．また，仮に「音楽Ⅱ」においてグレード 5 に届かずグレー










2 以上のグレード認定課題曲（グレード 3 以上の『バイエル』からも選曲可）の中から 1 曲
を選び，暗譜で演奏する．ピアノ初心者にとっては人前で演奏する初めての経験であると
同時に，今後の採用試験のリハーサルと成り得る重要な演奏の場である． 
 今年度の「音楽Ⅰ」の発表会には 64 名の学生が出演し，グレードが認定された．1 名の
みが追試験となったが，最終的にはグレードが認定され，単位認定された．演奏された作
品と選曲者数を以下の表に示した（表 3）． 
グレード別の選曲者数は，グレード 2 が 15 名，グレード 3 が 17 名，グレード 4 が 9 名，
グレード 5 が 8 名，グレード 6 が 3 名，グレード 7 が 2 名，グレード 8 が 3 名，グレード















グレード 4 の曲目からは，《アレグレット》，《ワルツ Op.39-15》が複数選曲されている
が，ペツォールト（バッハ伝）作曲《メヌエット》ト長調や《メヌエット》ト短調，《ミ




 表 3 2019 年度「音楽Ⅰ」発表会 演奏曲目（作成：紺谷） 
グレード 演奏曲 選曲数 




イギリス曲《なかよし こよし（ロンドン橋が落ちた）》 2 
追試課題曲 1 
※「音楽Ⅰ」単位取得の前提グレード 






バイエル 60 1 
バイエル 67 1 
※「音楽Ⅱ」単位取得の前提グレード 




ブラームス《ワルツ Op.39-15》（簡単編曲ト長調） 2 
バイエル 78 1 
5 ギロック《サラバンド》 2 
ギロック《フランス人形》 3 
バイエル 80 1 
バイエル 81 1 
・その他 モーツァルト《ロンド》ハ長調  1 
6 ブルクミュラー 1.《素直な心》 1 
ブルクミュラー 2.《アラベスク》 1 
バイエル 100 1 
7 ブルクミュラー 10.《優しい花》 1 
ブルクミュラー 15.《バラード》 1 
8 ブルクミュラー 20.《タランテラ》 1 
・その他 ブルクミュラー（18 の練習曲） 9.《朝の歌》 1 
・その他 フィールド《ノクターン》 1 
9 ソナチネ・アルバムⅠ No.1 第 1 楽章 1 
ソナチネ・アルバムⅠ No.1 第 3 楽章 1 
ソナチネ・アルバムⅠ No.9 第 1 楽章 1 
ソナチネ・アルバムⅠ No.10 第 1 楽章 1 
ソナチネ・アルバムⅠ No.14 第 1 楽章 1 
10 ショパン《ワルツ》Op.34-2（ショパンの作品から任意の 1 作品） 1 
・その他 モーツァルト《ソナタ》ハ長調 第 1 楽章 1 
11 自由曲 1 曲以上を選曲 0 





































 第 2 の目的である，改善した内容についてさらに改善する必要性の有無を考察すること，
については，「3-2「音楽Ⅰ」における発表会で演奏された作品の傾向と改訂の意義」で明
















注 2）『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説  音楽編』によると，「内容の取扱い」
「イ 共通教材」として、各学年 4 作品、計 24 作品が指定されている 10）． 




注 4）61 件には前掲の拙稿も含まれている． 

























10）文部科学省：『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説  音楽編』， pp.164-165，東
洋館出版社（2018） 
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